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光の三原色である赤緑青（RGB）の半導体レーザ（LD）が商用化[1]されて 10 年以上となり、

高効率な照明等の実現に加えて、レーザ光の干渉性を利用した応用も期待されている[2]。NTT で

は石英系平面光波回路（PLC：Planar Lightwave Circuit）技術により、干渉を用いた様々な通信用

光導波路回路を実現してきた[3]。我々はこの技術を発展させて「可視レーザ光を使いこなすデバ

イス技術」として「可視光 PLC 技術」に取り組んでいる。可視光 PLC 技術と通信向け PLC 技術

の違いは、扱う波長と波長帯域である。前者については、光の回折が抑制されるとともに、光導

波路幅が波長に比例して小さくなる (変分法により導かれる)ため LD と比較的良好な光結合をも

たらされる。後者の波長帯域については、例えば波長が青:450nm と赤:630nm の場合、非常に差が

大きいため方向性結合器により波長合分波が可能となり、導波路による光路長差を使った大きな

干渉回路が不要となる。これらの性質は、レンズを用いない可視光 LD との集積化や光回路の大

幅な小型化を可能とし、可視光領域で PLC 技術を用いる利点となる。図１は網膜へのレーザ投影

によるディスプレイの構成である。この構成の内、RGBの波長を合波する部分について可視光PLC

技術で作製した RGB カプラ(図 2)を用いることで大幅な小型化と網膜に投影する際にずれのない

RGB の同一の光軸の放射が可能となる[4]。この RGB カプラを用いることでメガネのつるに収ま

る RGB 光源が実現可能となり、装着時にストレスを感じさせないメガネ型ディスプレイの実現が

期待されている。本発表ではこれらの技術についてより詳細に紹介する。 
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